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資料１ 九頭竜中学校開校に向けた進捗状況 

 

１ 九頭竜中学校建設の経緯                               

 森田地区では、急激な人口増加により森田小学校の大規模校化が進み、子どもたちの教育活動に

支障をきたしている状況が続いていることを踏まえ、福井市学校規模適正化検討委員会により、森

田小学校の 2校化を速やかに進める必要があることが提言された。 

このことを受け、市は北部地域学校規模適正化基本計画を策定し、今後の児童生徒数の推移や施

設の現状など、森田地区の学校規模適正化の方向性を整理しながら、現在の森田中学校を小学校に

改修することにより森田地区の小学校を 2校化すること、森田、河合地区を校区とした新しい中学

校を福井市北体育館東側に整備することを示した。 

 

２ 構想から準備までの流れ                               

 

年月 経過 

平成 27年 1月 
文部科学省から「小・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」

が示される 

平成 30年 3月 
福井市総合教育会議において、学校規模適正化について協議する必要

性を確認 

令和 2年 5月 
福井市学校規模適正化検討委員会からの提言 

→森田小学校について速やかに 2校への分割を進める必要あり 

令和 2年 10月 
森田小・中学校ＰＴＡ、河合小学校ＰＴＡから要望書を受理 

→（要望内容）森田・河合両地区から通える中学校の新設 

令和 4年 3月 
北部地域学校規模適正化基本計画策定 

→森田地区と河合地区を校区とした新しい中学校を整備 

令和 4年 11月 
通学区域審議会を開催 

→令和 8年 4月以降、河合地区の中学生の通学区域を変更 

令和 5年 2月 校名検討委員会での協議の結果、学校名を決定 

令和 5年 7月 造成工事開始 

令和 6年 3月 開校準備委員会設置 

 

 

３ 新中学校名                                      

   

 

 

  令和 5年 2月、校名検討委員会を開催し、学校名を決定した。 

➢ 公募の結果、234件中 44件の票を得た（最多得票）。 

➢ 幅広い世代からの応募者があり、「新九頭竜」や「九頭龍」など九頭竜にちなんだ案が多か

ったことも考慮した。 

➢ 「森田、河合両地区から共通して連想される九頭竜川のように、生徒が大きく豊かな人間

に成長してほしい」という想いが含まれている。 

 

４ 通学区域                                      

  令和 4 年 11 月、福井市通学区域審議会により、令和 8 年 4 月以降の河合地区の通学区域を灯

明寺中学校から九頭竜中学校に変更すべきであるとの答申があった。また、河合地区の生徒が、

通学区域の変更により転校を強制されることがないよう、令和 6年度から令和 9年度にかけて経

過措置を設けた。 

 （１）九頭竜中学校区位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）九頭竜中学校区変更の流れ 

  
小学校区 

中学校区 

R6～7 R8～9 R10～ 

森田小学校 森田中学校 九頭竜中学校 九頭竜中学校 

河合小学校 

※経過措置あり 

灯明寺中学校 

※森田中学校への通学可 

九頭竜中学校 

※灯明寺中学校への通学可 
九頭竜中学校 

福井市九頭竜中学校 
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５ 九頭竜中学校の建設                                                      

（１）整備内容 

 ■敷地面積  ３７，５９０㎡ 

■延床面積  約１０，０６０㎡ 

 ・校  舎  棟：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

       地上３階、延床面積  約７，８３０㎡ 

 ・体育館棟：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

       地上２階、延床面積  約２，２３０㎡ 

■学校規模 

 

 

 

 

 

（２）工事進捗 

令和６年度から建設工事や敷地南側の調整池設置工事に着手するほか、令和７年度にかけグラウン

ド工事や外構工事を計画的に進めていく。 

＜令和 5年度に着手した工事＞ 

  ■１期造成工事 

   内容：敷地全体の盛土工事 

  ■２期造成工事 

   内容：敷地北側及び西側への L 型擁壁設置工事 

＜令和６年度から着手する工事＞ 

  ■３期・４期造成工事（敷地南西・南東側への調整池設置） 

  ■校舎の建設工事 

  ■外構工事（グラウンド整備を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）九頭竜中学校の特色 

①柔軟で創造的な「学び」の空間                                             

・子どもたちの能動的な学習に繋げられるよう、校舎中央に「学習・図書・メディア機能」を 

   組み合わせた共有空間である『学びの森』を配置。隣接した『大階段』は、子どもたちの 

   日常的な出会いや憩いの場、発表スペースとしての活用を想定。  

②子どもたちや教員のための健やかな「生活」空間                                  

・子どもたちが集う空間は、温もりを感じられるよう県産木材を活用して内装を木質化。 

・気軽に教員に相談でき、教員の移動負担の軽減にも繋がる『サブ職員室』を配置。  

③地域と共に創造する「共創」空間                                             

・セキュリティを考慮した上で地域の方が利用できる空間として、校舎内に『地域連携室』、 

 校舎東側に半屋外空間として『共創テラス』を配置。  

④「環境」に配慮した安心・安全な空間                                           

・市内の小中学校として初めて、省エネ効果の高い建築物である「ZEB Ready」を実現。 

・環境負荷の低減のため、太陽光発電設備（１０ｋｗ）を校舎屋上に設置。 

 

（４）イメージパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学校建設全体のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度令和3年度 令和4年度

672人 (32人学級×7クラス×3学年) 

普通 特別支援 計

２１ ３ ２４ ６７２

学級数
生徒数（人）

駐車場 

駐輪場 

正
門 

グラウンド 

テニス 
コート 

体育館棟 

（約 2,230 ㎡） 
校舎棟 

（約 7,830 ㎡） 

1 期造成工事 
（盛土工事） 

2 期造成工事 
（L 型擁壁設置工事） 

校舎 1階中央の『学びの森』 北東側からの校舎正門 

建設工事 

【新築・電気設備・機械設備】 

外構工事 

【グラウンド・外構】 
新
中
学
校
の
開
校 

実施

設計 

基本 

設計 

造成工事 

【盛土・L 型擁壁・調整池】 
実施設計 

基本計画 

九頭竜中学校の建設敷地の全景（令和６年２月末時点） 
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６ 九頭竜中学校生徒の通学路                                                                          

 


